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-去莞 hvL(q'{三 十 ehyi(q)/kT- 1)γ乙(q)
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第三に, (10)-(12)式の弾性率には2つの寄与があり, 1つは (2)式の静的結晶エネル
ギーから生 じ,もう1つは (3)式の格子振動部分Fph(B･T)から生 じるo前者は一様変形
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T(102K)→
0 5 10 ㌔
Fig.6(b) T(IO2K)-
Geに関してFig･6(a)と(b)に室温からの等温弾性定数の差 Aci-C乙(T)-C乙(T-293K)
を示す｡Fig.6で得られた結果は,実験値 〔2-5〕と定性的によく一致する.結果的に,共
有盾合性結晶に関する弾性定数の温度依存性は,原子体積の温度依存性すなわち熱膨張を考慮
することによって静的結晶エネルギーからの寄与のために主にもたらされる｡
終わりにあたって,我々は,固体電子論の立場からSiとGeに関して,自由エネルギー,圧
力及び弾性定数の温度依存性のバルク物性-の格子振動の寄与を得た｡格子振動の寄与は,こ
れらの結晶の比熱や熱膨張 〔27〕-は本質的であるが,バルク物性に対 しては小さい｡本数値
計算は,東北大学大型計算機センターACOS-6SIOOOシステムで行なわれた｡
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